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県　人　口 ： 1,937,626人
対　前　月 ：  -552人
　　 男 　　： 958,063人
　　 女 　　： 979,563人
世　帯　数 ： 805,678世帯

（県移動人口調査：令和元年10月１日現在）
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スマートフォンやタブレットでも「ぐんま広報」
の電子書籍版をご覧になれます。詳しくは県ホ
ームページをご覧ください。

伊香保露天風呂（渋川市）

（1）ぐんま広報　令和元年12月 1日発行

県内の温泉地の情報をお知らせしてい
ます。「ググっとぐんま公式サイト」
（ググっとぐんま観光宣伝推進協議会
ホームページ）https://gunma-dc.net/

高
齢
者
の
交
通
事
故
の
現
状

　
交
通
事
故
死
者
数
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
人
（
高
齢
者
）
の
割
合
が
全
国
的
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
県
も
同
様
の
状
況

で
あ
り
、
今
年
の
10
月
末
現
在
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
数
43
人
の
う
ち
、
高
齢
者

は
22
人
と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
発
生
状
況
は
自

動
車
の
運
転
中
が
９
人
と
最
も
多
く
、
次

い
で
歩
行
中
が
７
人
と
な
っ
て
い
て
、
特

に
交
差
点
や
そ
の
付
近
で
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
歩
行
中
の
事
故
で

死
亡
し
た
高
齢
者
の
う
ち
６
人
は
夜
間
に

事
故
に
遭
っ
て
お
り
、
反
射
材
を
着
用
し

て
い
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
高
齢
者
が
自
動
車
事
故
の
加
害
者
と
な
っ

て
し
ま
う
事
例
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間

違
い
や
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
誤
り
な
ど
に
起

因
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
割
合
は
64
歳

以
下
と
比
べ
約
２
・
５
倍
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
運
転
に
不
安

を
感
じ
た
高
齢
者
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
昨
年
、
過

去
最
高
と
な
る
６
９
１
３
人
の
高
齢
者
が

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま
し
た
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
県
や
県
警
察
本
部
な
ど
は
、
高
齢
者
の

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
交
通
安
全

教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
歩
行
者
に
は
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

あ
る
場
所
を
横
断
す
る
こ
と
や
、
左
右
の

安
全
確
認
の
徹
底
、
夕
暮
れ
か
ら
早
朝
に

は
反
射
材
や
明
る
く
目
立
つ
服
を
着
用
す

る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
に
は
技
能
に
応
じ
た
運
転
を
心

掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
交
通
安
全
教
室

に
お
い
て
運
転
適
性
検
査
を
実
施
し
た
り
、

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
、
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
間

違
え
た
時
に
働
く
誤
発
進
抑
制
装
置
を
搭

載
し
た
車
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

カ
ー
Ｓ
）
に
乗
車
で
き
る
体
験
会
を
開
催

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人

へ
の
支
援
と
し
て
、
市
町
村
や
企
業
な
ど

で
は
、バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の
交
付
、

割
引
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
・
起

こ
さ
な
い
た
め
に
実
践
し
て
ほ
し
い
こ
と

や
、
県
警
察
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
、
約
半
分
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
運
転
が
起
因
と
な
っ
た
交
通
事
故
の
割
合
も
増

え
て
い
ま
す
。
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
た
め
に
、

一
度
自
分
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集
高
齢
者
の
交
通
安
全

～
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
～

セーフティー・サポートカーＳの自動ブレーキを体験
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県内における運転免許証の自主返納件数の推移
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腹話術で交通安全を啓発

運転適性検査寸劇で分かりやすく交通安全について学んでもらう
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よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

加
齢
に
よ
り
判
断
力
や
行
動
力
が
低
下
す

る
こ
と
に
加
え
、
焦
る
と
ハ
ン
ド
ル
の
操

作
を
間
違
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

『
自
分
は
大
丈
夫
』
と
過
信
せ
ず
、
運
転

適
性
検
査
（
※
）
を
利
用
し
て
一
度
自
分

の
運
転
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
高
齢
者
に

推
奨
し
て
い
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
カ
ー
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
り
し
な
が
ら
、

安
全
運
転
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　
事
故
の
危
険
は
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
自
分
が
被
害
者
・

加
害
者
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い

う
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
を
心

掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
啓
発
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

　　
幼
児
や
児
童
・
生
徒
、
高
齢
者
な
ど
を

対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
る

県
警
察
本
部
交
通
安
全
教
育
隊
の
丸
山
さ

ん
に
伺
い
ま
し
た
。

歩
行
中
の
注
意
点

　「
依
頼
を
受
け
て
地
域
の
学
校
や
公
民

館
な
ど
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。高
齢
者
を
対
象
と
し
た
教
室
で
は
、

腹
話
術
や
寸
劇
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら

楽
し
く
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
歩
行
中
に
多
い
の
は
、
横
断

歩
道
を
使
わ
ず
に
道
路
を
横
断
し
よ
う
と

し
て
、
渡
り
き
れ
ず
に
左
側
か
ら
来
た
車

と
衝
突
し
て
し
ま
う
事
故
で
す
。
自
分
は

早
く
渡
れ
る
と
過
信
し
た
り
、斜
め
に
渡
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
と
思
わ

れ
ま
す
。
横
断
歩
道
を
渡
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
『
車
が
思
っ
た
よ
り
も
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
来
る
か
も
し
れ
な
い
』
と
考

え
、
し
っ
か
り
安
全
確
認
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。
今
の
時
季
は
暗
く
な
る
の
も
早
い

た
め
、
反
射
材
な
ど
も
活
用
し
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」

自
分
の
運
転
を
見
つ
め
直
す

　「
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
中
の
事
故
は
、

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
え
に

　「交通事故を防ぐためには落ち着いて左右の確
認をしたり、歩行時には反射材を着けたりするこ
とが大切だと改めて感じました。また長年自動車
を運転してきて、まだ運転は大丈夫と思っていま
すが、自信過剰になることの危険さも知ることが
できました。
　運転するときはスピードを控え、確実な安全確
認に努めていきたいです」

みどり市在住の石
いし
田
だ
純
じゅん
一
いち
さん

交通安全教室参加者の声

丸
まるやま

山千
ち

尋
ひろ
さん

　加齢に伴う身体機能の衰えなどにより、判断や行動に遅れが出て、交通事故に遭って
しまったり、起こしてしまったりする場合があります。高齢者に多い事故を理解し、交
通事故の「被害者」にも「加害者」にもならないようにしましょう。　

～高齢者に多い3つのパターンと事故防止策～

▲
反射材着用
約57m

▲
明るい服装
約38m

▲
黒っぽい服装
約26m

▲
ヘッドライト
下向き

　　　  斜め横断は禁止です！信
号や横断歩道を利用しましょう。
左右の安全確認も忘れずに

見通しが悪ければ徐行運転し、一
時停止の交差点では、しっかり停
止しましょう

右折は急がず確実に！対向車の
他、車の陰のバイクや歩行者も見
落とさないよう注意しましょう

夕暮れから夜間、早朝は反射材を着用しま
しょう。反射材を身に着けていない状態で
は、ドライバーから歩行者が見える距離は、
着用している衣服の色によって異なります

夜間は反射材を着けて
     自分の存在をアピール！

横断中の事故パターン

１

３
パターン 交差点などでの

出合い頭事故

２
パターン 交差点などでの

右折事故

事故を知って、みんなで実践！

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

※運転適性検査…地域の老人会や企業などに運転適性検査車が出向いて、運転に必要な反射能力やハンドル操作の正確性などを診断します。運転適性検査
車の派遣申し込みは、県警察本部交通企画課分室（☎０２７–２５３–９３４４）へご連絡ください

高齢運転者標識
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県庁道路管理課　 027-226-3600問い合わせ先

　
自
動
車
の
運
転
に
不
安
が
あ
る
人
な
ど

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
、
県
警
察
本

部
運
転
適
性
相
談
室
の
森
田
上
席
に
伺
い

ま
し
た
。

増
え
て
い
る
相
談

　「
当
室
で
は
、
脳
梗
塞
な
ど
の
病
気
に

よ
る
後
遺
症
や
認
知
症
、
加
齢
に
伴
う
身

体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
の

運
転
に
不
安
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
75
歳
以
上
の
人
が
運
転
免
許
の
更
新

時
に
受
検
す
る
認
知
機
能
検
査
で
、
記
憶

力
・
判
断
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
判
定

さ
れ
た
人
か
ら
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
記
憶
力
・
判
断
力
が
低
く
な
っ
て
い
る

と
判
定
さ
れ
、
免
許
の
更
新
を
希
望
す
る

場
合
は
、
再
度
認
知
機
能
検
査
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
早
期
に
医
師
の
診

断
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
」

加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　「
高
齢
に
な
る
と
身
体
機
能
が
衰
え
始

め
ま
す
。
70
歳
以
上
の
人
が
受
講
す
る
高

齢
者
講
習
で
は
動
体
視
力
検
査
の
他
、
実

技
講
習
も
あ
り
、
運
転
の
基
本
操
作
を
改

め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分

の
心
身
の
状
態
を
よ
く
理
解
し
、
運
転
を

見
つ
め
直
す
機
会
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
免
許
の
更
新
時
期
を
迎
え
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
免
許
証
の
返
納
を
考
え
た
り
、

家
族
に
勧
め
ら
れ
た
り
す
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。免
許
証
を
返
納
す
る
際
に
は
、

今
後
の
生
活
の
中
で
の
移
動
手
段
を
ど
う

す
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
生
活
方
法
を
家

族
の
方
と
よ
く
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
家
族
の
方
は
、
返
納
し
た
人
の
生
活

に
不
便
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
寄
り

添
い
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
11
月
22
日
か
ら
は
、全
国
統
一
番
号『
♯

８
０
８
０
』
で
の
電
話
相
談
が
始
ま
り
ま

し
た
。
事
故
の
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮

な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

　運転免許証の自主返納手続きは、県総合交通センターや住所地
を管轄する警察署・交通安全協会で受け付けており、運転経歴証
明書の交付も申請できます。
運転経歴証明書とは？
　運転免許証と同様に身分証明書として使うことができます。運
転免許証を自主返納した人だけでなく、失効した人も申請により
交付を受けることができます。
問い合わせ先　県警察本部運転免許課　☎０２７-２５３-９３００

運転免許証の自主返納を支援します！
運転免許証自主返納者へのサポート
　運転経歴証明書を提示することなどで、運転免許証自主返納者
へのサポートを実施している市町村や企業などから、さまざまな
支援を受けることができます。詳しくは、県ホームページ（https://
www.pref.gunma.jp/02/h2110287.html）をご覧い
ただくか、お問い合わせください。
（例）・バス、タクシー券の交付　・中小私鉄運賃の割引　など
問い合わせ先　県庁道路管理課　☎下記

今までは　７０歳以上の人が運転免許証を更新するには、更新の
前に高齢者講習などを受講しなければなりませんが、予約が取り
づらい状況でした
来年から　県警察があらかじめ講習の日時や場所を指定した通知
書を送付します。これにより予約を取る負担の軽減と講習などの
待ち時間の短縮が期待できます
問い合わせ先　県警察本部運転管理課　☎０２７-２５３-７５７３

高齢者の運転免許証の更新がスムーズに！

　認知症の早期発見のきっかけとなる、車の運転時に現れや
すい状態のチェックリストです。３項目以上チェックが入る
人は、認知機能の障害を念頭に専門機関で診てもらうなどの
目安として活用しましょう。

【提供】特定非営利活動法人高齢者安全運転支援研究会
【監修】日本認知症予防学会理事長　浦上克哉
このチェックリストは「運転時認知障害早期発見チェックリスト 30」から抜粋し
ています。「運転時認知障害早期発見チェックリスト 30」は特定非営利活動法人
高齢者安全運転支援研究会ホームページ（http://sdsd.jp/）からご覧ください

運転時認知障害早期発見チェックリスト

項　目

□ 車のキーや免許証などを探し回ることがある

□ 道路標識の意味が思い出せないことがある

□ スーパーなどの駐車場で自分の車を停めた位置が分からなく
なることがある

□ よく通る道なのに曲がる場所を間違えることがある

□ 車で出かけたのに他の交通手段で帰ってきたことがある

□ アクセルとブレーキを間違えることがある

□ 曲がる際にウインカーを出し忘れることがある

□ 反対車線を走ってしまった（走りそうになった）

□ 右折時に対向車の速度と距離の感覚がつかみにくくなった

□ 車間距離を一定に保つことが苦手になった

□ 合流が怖く（苦手に）なった

□ 駐車場所のラインや、枠内に合わせて車を停めることが難し
くなった

□ 交差点での右左折時に歩行者や自転車が急に現れて驚くこと
が多くなった

□ 運転している時にミスをしたり危険な目にあったりすると頭
の中が真っ白になる

□ 同乗者と会話しながらの運転がしづらくなった

運転適性相談室
相談日・時間　月～金曜日　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※来所による相談は４時まで
所在地　県総合交通センター（前橋市元総社町８０の４）
費用　無料
相談方法　電話または直接
※来所の際は事前にご連絡く
ださい
相談・問い合わせ先
☎#8

ハ

0
レ

8
バ

0
レ

、027–252–
５３２９

関
越
道

警察
学校

ヤマダ
電機

高崎
方面

JR
新前橋駅前橋

IC

県総合交通
センター入口
県総合交通
センター入口 NHK

県総合交通
センター

17

森
もり

田
た

 淳
じゅん

さん

チェック

高
齢
者
の
不
安
解
消
の
た
め
に
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県
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
決
算
規
模
は
、
歳
入
・

歳
出
共
に
前
年
度
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　
歳
入
総
額
は
７
３
５
３
億
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
３
億
円
（
０・
０
％
）
増
加
し

ま
し
た
。
県
税
収
入
は
、
企
業
業
績
の
改

善
に
よ
る
法
人
の
県
民
税
お
よ
び
事
業
税

の
増
や
、
給
与
所
得
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
個
人
の
県
民
税
の
増
な
ど
に
よ
り

49
億
円
（
２・０
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出

　
歳
出
総
額
は
７
２
８
０
億
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
２
億
円
（
０・
０
％
）
増
加
し

ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
は
、
教
職

員
数
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
て

45
億
円
（
２・０
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
や
特
別

支
援
学
校
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
て
53
億
円
（
４・
３
％
）
増
加
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他
経
費
は
、
社
会
保
障
関
係
経
費

の
増
な
ど
に
よ
り
、
補
助
費
等
が
27
億
円

増
加（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
設
置・

移
行
に
伴
う
影
響
分
を
除
く
）し
、前
年
度

に
比
べ
て
14
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

県
債
残
高

　
県
の
借
金
で
あ
る
県
債
の
年
度
末
残
高

は
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
５
８
億
円

（
１・３
％
）増
加
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
臨

時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
県
債
残
高
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
12
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

積
立
基
金
残
高

　
県
が
自
由
に
使
え
る
貯
金
に
当
た
る
積

立
基
金
（
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
）

の
年
度
末
残
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
８
億

円（
６・
１
％
）
増
加
し
１
３
８
億
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
令
和
元
年
度
当
初

予
算
の
財
源
と
し
て
89
億
円
を
取
り
崩
し

た
他
、
そ
の
後
の
補
正
予
算
に
よ
り
積
み

立
て
や
取
り
崩
し
を
行
っ
て
お
り
、
９
月

補
正
後
の
元
年
度
末
残
高
見
込
み
は
44
億

円
と
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
県
の
中
期
財
政
見
通
し
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
経

費
の
増
加
な
ど
、
地
方
財
政
を
巡
る
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
で
中
・
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
現
在
の
状
態
が
継
続
し
た

場
合
に
、
今
後
の
県
の
財
政
が
ど
う
な
る

の
か
を
推
計
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
財
源
不
足
の
推
計
】

　
今
後
も
、
毎
年
２
０
０
億
円
前
後
の
財

源
不
足
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
財
源
不
足
額
解
消
の
た
め
に
基
金
を
取

り
崩
し
た
場
合
、
積
立
基
金
（
貯
金
）
は

枯
渇
し
、
大
規
模
な
災
害
が
起
き
た
場
合

な
ど
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
貯
金
を
取
り
崩
し
て
も
ま
だ

足
り
な
い
分
を
県
債
（
借
金
）
発
行
で
賄

っ
た
場
合
、
県
債
残
高
は
増
加
し
続
け
、

将
来
に
わ
た
り
県
債
の
返
済
に
予
算
が
割

か
れ
ま
す
。
そ
の
分
、
医
療
・
福
祉
、
教

育
・
子
育
て
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
・
整
備
と
い
っ
た
県
民
サ
ー
ビ
ス
に

使
え
る
予
算
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

【
今
後
の
対
応
】

　
県
は
行
財
政
改
革
を
通
じ
て
財
政
の
健

全
性
を
確
保
し
、
積
立
基
金
の
取
り
崩
し

や
県
債
発
行
に
頼
ら
な
い
財
政
運
営
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

中
期
財
政
見
通
し

※表示単位未満を四捨五入しているため、前年度比
が一致しないものがあります

歳入総額 Ａ

決算の概要 （単位：億円）

歳出総額 Ｂ
歳入歳出差引  Ｃ＝A－B
翌年度に支払うことが
決まっているもの  Ｄ
実質収支 Ｅ＝Ｃ－Ｄ
積立基金残高
県債残高

臨時財政対策債
臨時財政対策債
以外の県債

平成
30年度

平成
29年度

前年度比
(%)

7,353 7,349 0.0
0.07,280 7,277

73 72 1.4

45 40 12.2

28 32 ▲12.1
138 130 6.1

12,434 12,276 1.3
5,530 5,384 2.7

6,905 6,892 0.2

☎
０
２
７
・
２
２
６・
２
０
９
８

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
に
な
れ
ま
す
（
県
決
算
…https://

w
w

w
.pref.gunm

a.jp/cate_list/ 
ct00004990.htm

l　

中
期
財
政
見

通
し
…https://w

w
w

.pref.gunm
a. 

jp/07/a2100666.htm
l

）

問
い
合
わ
せ
先
　
県
庁
財
政
課

中期財政見通し

県決算

7,100

7,150

7,200

7,250

7,300

7,350

7,400

7,450

7,500

7,550 （単位 :億円）

令和元 ２ ３ 4 5 6

今後の財源不足額の推計
貯金の取り崩し…114億円
（積立基金89億円、その他基金25億円）
借金（財源対策的な起債）…79億円
※退職手当債および行政改革推進債 毎年200億円前後の赤字が見込まれる

7,499

7,303

財源
不足額
196

7,509

7,322

財源
不足額
187

7,475

7,265

財源
不足額
210

7,458

7,260

財源
不足額
198

7,427

7,231

財源
不足額
196

7,511

7,318

財源
不足額
193

【
対
応
】

【推計の考え方】…税収の水準や制度、県の判断で決定できる歳出（裁量的経費）の規模などが現在の水準で推移したものと仮定して推計

■歳出合計　■歳入合計

（年度）

244 346 298 298 274 273 253 159 130 44138

7,992 

7,820 

7,604 
7,394 

7,183 7,183 

6,962 6,962 
6,848 

6,768 

6,892 6,905 

7,078 
7,210 

7,291 
7,394 

7,485 
7,547 

0

50

100

150

200
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300

350

400

6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

7,000

7,200

7,400

7,600

7,800

8,000

8,200

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元
令和平成

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

（単位 :億円）

■積立基金　　県債残高

積立基金残高・県債残高の推移と見通し

（年度）

赤字解消のために借金を続けると、県債残高は増加
→県民サービスに使える予算が減少

赤字解消のために積立基金は
枯渇
→大規模災害が起きた場合に
対応しきれない

歳入歳出

県税
2,486

（33.8%）

県税
2,486

（33.8%）

学校の先生
などの人件費
1,499

（20.6%）

学校の先生
などの人件費
1,499

（20.6%）

警察官などの人件費
335（4.6%）
警察官などの人件費
335（4.6%）

人件費　2,174（29.9%）
（教育職員＋警察職員＋県庁職員）
人件費　2,174（29.9%）
（教育職員＋警察職員＋県庁職員）

県庁職員などの人件費
340（4.7%）
県庁職員などの人件費
340（4.7%）

扶助費
281（3.9%）
扶助費
281（3.9%）

公債費
1,019

（14.0%）

公債費
1,019

（14.0%）
普通建設
事業費
1,275

（17.5%）

普通建設
事業費
1,275

（17.5%）

自主
財源

3,782
（51.4%）

自主
財源

3,782
（51.4%）

義務的
経費

3,474
（47.8%）

その他
経費

2,521
（34.6%）

その他
538

（7.4%）

その他
538

（7.4%）

補助費等
1,983

（27.2%）

補助費等
1,983

（27.2%）

投資的経費
1,286

（17.6%）

災害復旧
事業費

11（0.1%）

災害復旧
事業費

11（0.1%）

依存
財源
3,570

（48.6%）

依存
財源
3,570

（48.6%）

県債
1,088

（14.8%）

県債
1,088

（14.8%）

臨時財政
対策債
448

（6.1%）

臨時財政
対策債
448

（6.1%）

地方消費税清算金
766（10.4%）
地方消費税清算金
766（10.4%）

その他収入
531（7.2%）
その他収入

531（7.2%）地方譲与税その他 
372（5.1%）
地方譲与税その他 
372（5.1%）

国庫支出金
853（11.6%）
国庫支出金
853（11.6%）

地方交付税
1,258（17.1%）
地方交付税
1,258（17.1%）

（単位：億円）
※端数処理の関係で、合計と一致しない場合があります

歳入総額 7,３５３億円　歳出総額 7,280億円　

義務的経費… 任意に削減することが困難な経費

投資的経費… 将来にわたり使用される施設などの
建設費

扶 助 費… 生活保護費や児童手当など、住民福
祉を支えるための経費

公 債 費… これまでに借り入れた県債の返済金
と利子

補 助 費 等… 負担金、補助金など、県から市町村
や民間に対して交付される経費

　　　　　… 最終消費地に地方消費税の税収を帰
属させるため、都道府県の間で清算
を行うもの

地方譲与税…国税として集められ、国から県に譲渡
されるお金

国庫支出金…使い道を決めて、国から支払われるお金
　　　　　… 地方交付税の不足分の一部を、いっ

たん県で借金をして賄っておくために
発行する県債

地方交付税… いったん国が税として集め、その一定
割合が地方公共団体に配分されるお金

地方消費税
清算金

臨時財政対
策債

群
馬
県

一
般
会
計
決

平成 年度30

算

（4）ぐんま広報　令和元年12月 1日発行



（5）ぐんま広報　令和元年12月 1日発行

ニューイヤー駅伝実施本部（県庁スポーツ振興課）
☎027-226-2081　ホームページhttps://www.pref.gunma.jp/03/z8700066.html問い合わせ先

天川大島町北

1区12.3km

2区8.3km
3区13.6km

7区15.5km

5区15.8km

4区22.4km

6区12.1km
　…通過予想時刻通

上り坂が続く過酷な区間。難関に挑む
選手の力走から目が離せません

高低差が激しい区間。向かい風が
吹き付ける中、懸命の走りでアン
カーにたすきをつなぎます

全長100㌔の激闘を制し、先頭
でゴールテープを切るのはどの
チーム?

会　場 開始時刻 内　容

群馬県庁

7:30 宝川温泉（みなかみ町）足湯体験、温泉まんじゅうの無料配布
8:00 きのこ汁・焼き肉（豚肉）の無料配布
8:25 前橋華龍太鼓の演奏
8:40 八木節の披露

第１中継所 9:00 高崎頼政太鼓の演奏
第２中継所 9:30 まえばし tonton汁の無料配布

第３中継所 9:00 甘酒・お汁粉の無料配布
9:30 八木節の披露

会　場 開始時刻 内　容

第４中継所 10:20 焼きそばの販売、コーヒー・牛乳・乳製品関連グッズの無料配布 
11:00、11:50 新田太鼓の演奏

第５中継所 10:45 お汁粉・豚汁・麦茶の無料配布
11:15、12:00 八木節の披露

第６中継所
10:00 甘酒・豚汁・コーヒー・お茶の無料配布
11:30、12:30 ひごろも太鼓の演奏
12:00 ヒップホップダンスの披露

※時間は変更になる場合があります
※飲食物などの無料配布や販売は、無くなり次第終了となります

応援ポイント（無料駐車場） ※無料駐車場の利用は、原則として走者の通過予想時刻の１時間前から最終走者通過後30分までです

※青色の番号の無料駐車場は、
　大型車の駐車が可能です

❶しみずスーパー小八木店
❷県西部児童相談所
❸ＪＡたかさき本店
❹峠の釜めし本舗おぎのや高崎売店
❺たむらや前橋南部店

❻セブン- イレブン前橋下佐鳥店
❼セキチュー前橋駒形店
❽ファミリーマート前橋東善店
❾旧JA佐波伊勢崎じょうよう支店
10ＪＡ佐波伊勢崎本店

11境総合文化センター西駐車場
12フレッセイ境南店
13道の駅おおた
14沢野行政センター・沢野スポーツ広場
15県立東毛産業技術センター

16松原橋公園
17桐生競艇場みどり市営第１駐車場
18みどり市笠懸庁舎
19フォリオ赤堀店
20山田うどん赤堀店

21県勤労福祉センター

みんなも
応援してね！

大会中の交通規制にご協力ください
※規制は、通過予想時刻のおおむね15分前から約45分間です　※全面通行止め区間（国道50号）のう回にご協力ください

スタート直後は集団内で
の駆け引きが見られま
す。終盤に繰り広げられ
る先頭争いは必見です

外国人選手を中心に、
各チームがスピードを
競う最短区間です

レースの展開を左右する
重要な区間。好位置で次
の区間につなぐため、着実
な走りが求められます

最後に上り坂と向かい風が選手を
待ち受ける最長区間。各チームの
主力選手の走りに注目です

※応援の際は、競技の妨げにならないよう注意してください

中継所イベント

コースガイド

　 午前８時30分から TBS系列28局フルネット・群馬テレビで放映

第64回　全日本実業団対抗駅伝競走大会
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○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（https://s-kantan.jp/pref-gunma-u/）

学生寮「上毛学舎」新入寮生募集

おいしく食べきろう！　宴会の時は「3
サンマル

0・1
イチマル

0運動」
　販売期間　　12月21日（土）まで
　抽せん日　　12月31日（火）
　種類・当せん金　
・年末ジャンボ宝くじ…１等＝７億円、１等の前後賞＝１億５千万円
　など
・年末ジャンボミニ…１等＝３千万円、１等の前後賞＝１千万円　など
￥　１枚300円
他

・県内で販売された宝くじの売上金の約40％が県に納められ、子育
て、医療、教育、公共施設の整備など、さまざまな事業に役立てられ
ています。宝くじはぜひ県内でお買い求めください
・インターネットでの購入もできます。詳しくは、宝くじ公式サイト
（Ｈ参照）をご覧ください
問　県庁財政課（☎027-226-2094）

県営住宅の入居者募集

ぐんまおっきりこみスタンプラリー 年末特別警戒

お買い求めは県内で!「年末ジャンボ」宝くじ販売中

　入居可能日　　２年４月１日（水）
　所在地・間取り・募集戸数・家賃　　募集案内をご覧ください
　入居資格　　現在住宅に困っている人
※収入制限などがあります
※詳しくは、募集案内または県住宅供給公社ホームページ（Ｈ参
照）をご覧ください
受　１月４日（土）～18日（土）
　申し込み方法　　所定の申込用紙
　申込用紙・募集案内配布場所　　県住宅供給公社（前橋市紅雲
町）、県庁県民センター、県土木事務所、県保健福祉事務所、市役所・
町村役場など
※県住宅供給公社では、土・日曜日も配布します
他　入居者は公開抽選で選定します
※随時申し込みを受け付けている団地もあります。詳しくはお問い合
わせください
問　県住宅供給公社（☎027-223-5811）

　スタンプラリー参加店舗で本県の郷土料理「おっきりこみ」を食べ
てスタンプを集めます。集めたスタンプの数に応じて、抽選で合計
200人に県のマスコットキャラクター「ぐんまちゃん」のグッズが
当たります。　
日　２年２月11日（火）まで
受　２月18日（火）まで消
　応募方法　　所定の応募用紙
　応募用紙配布場所　　スタンプラリー参
加店舗、県庁県民センター、県行政県税事
務所、ぐんま総合情報センター ｢ぐんまち
ゃん家

ち

」（東京都中央区銀座）、県内の観光
協会など
他　参加店舗（68店舗）は、Ｈからもご覧になれます
問　県庁広報課（☎027-897-2695）

　12月は忘年会などの宴席が多い時季で
す。宴会では、特に多くの食べ残しが発生
しています。
　「30・10運動」とは、乾杯後の30分
間（サンマル）・お開き前の10分間（イ
チマル）は、自分の席で料理を楽しみ、食
べ残しを削減しようという運動です。
　食べ残しは、少しのこつで減らすことが
できます。次のことを心掛けて料理をおいしく食べきりましょう。
・予約や注文は適量にする
・自分の席で料理を食べる時間を設定する
・宴会の始めに「おいしくいただきましょう」などと声掛けをする
・食べきれない料理は参加者で分け合う
問　県庁廃棄物・リサイクル課（☎027-226-2852）

　県警察では、被害が多発している特殊詐欺をはじめとする年末にお
ける犯罪を防止し、県民の皆さんが安心して新年を迎えられるよう「年
末特別警戒」を実施します。
日　12月11日（水）～31日（火）
　犯罪の被害に遭わないために　
・夜間は、人通りの少ない道や一人歩きを避け、防犯ブザーを携帯す
るなどの対策をしましょう
・警察官や金融機関の職員を名乗る者が、電話でキャッシュカードや
お金の話をしたら詐欺です。すぐに電話を切り、110番に通報しま
しょう。また自宅の電話は常に留守番電話に設定しておきましょう
・店舗や自宅の防犯設備を点検し、非常時の通報手順などを確認して
おきましょう
問　県警察本部生活安全企画課（☎027-243-0110内線3032）

　所在地　　東京都世田谷区経堂
（小田急線千歳船橋駅下車徒歩３
分）
対　本県出身で、東京都およびその
近郊の大学または短期大学の１年次
に入学する人（入寮許可期間は原則
２年間）
定　男女各35人程度選
　選考方法　　１次…書類審査、２次…面接
￥　入寮金５万円、月額（寮費３万円、食費２万370円、寮室電気料）
受　12月２日（月）～２年１月23日（木）
※合格発表前の申し込みもできます
　申し込み方法　　所定の申込用紙　
　申込用紙配布場所　・問　県育英会（県庁管理課内　☎027-226-
4543）
※申込用紙は、上毛学舎ホームページ（Ｈ参照）からも入手できます

交通の便が良い立地の上毛学舎

視覚に障害がある人のために「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県庁広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください



クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（2年２月29日）のチ
ケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

2019
DEC

特　集
か　お
県政の話題
その他

販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

  県庁広報課　  027-226-2162

県からの最新情報をお届けしています！ 県では下記広報媒体などで、県政情報の他、イベントや観光情報、防災・災害情報など、皆さんの
暮らしに役立つ情報を発信しています。また知事の日々の活動を県庁広報課公式 Twitter や
Facebookなどで配信しています。ぜひご覧ください

月～木曜日 午後５時50分
ぐんま情報トッピング
FM GUNMA

イチバン

     毎週金曜日 午後７時30分 
（再放送）日曜日 午前９時30分

12月　６日／シリーズ企画
12月13日／渋川市
12月20日／総集編

群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号と女性部員が県
内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬県の魅力として県内外に紹介
します

Twitter 

LINEFacebook
ぐんまの伝統芸能
ミュージシャン　奥野敦士さん
ぐんまマラソン
ぐんま名山探訪（岩櫃山）、ぐんま湯けむり浪漫（赤城温泉）、
おさんぽ日和（明和町エリア）など

おく　の　あつ　   し

12月10日㈫
発売予定

定価３６7円
　　　 (税込み）

フェイスブック ライン

ツイッター

県庁広報課
公式 SNS12

 期　日 　２年1月２6日（日）　 開演時刻 　午後３時（２時15分開場）
 会　場 　高崎芸術劇場（高崎市栄町）
 内　容 　指揮：飯

いいもり
守泰

たい
次
じ

郎
ろう

、バイオリン：竹
たけざわ

澤恭
きょう

子
こ

、曲目：ブラームス／
バイオリン協奏曲 ニ長調 作品77、交響曲 第2番 ニ長調 作品73
 入 場 料 　S席＝5，５００円、A席＝5，0００円、B席＝4，0００円、
　　　　　 C席＝3，0００円　※SS席は完売しました
 入場券販売場所 　群馬音楽センター（高崎市高松町）、チケットぴあ、
群馬交響楽団事務局（高崎市栄町）など 
問 群馬交響楽団事務局
　 ☎ 027-322-4316　Ｈ http://www.gunkyo.com/ 

群馬交響楽団定期演奏会情報 スマホ・タブレットで読む！「ぐんま広報」
日程 開始時刻 会場 対戦相手

１２月 ６日（金） 午後７時 伊勢崎 西宮ストークス１２月 ７日（土） 午後２時
１２月１１日（水） 午後７時

みどり
仙台８９ＥＲＳ

１２月１３日（金） 午後７時 広島ドラゴンフライズ１２月１４日（土） 午後２時
１２月３０日（月） 午後５時 前橋 香川ファイブアローズ１２月３１日（火） 午後１時

群馬クレインサンダーズ試合情報

 会　場  伊勢崎…伊勢崎市民体育館（伊勢崎市堤西町）
 みどり…みどり市民体育館（みどり市笠懸町）
 前橋…ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）
 入場料   席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
 入場券購入先 　群馬クレインサンダーズホームページ
 問 群馬プロバスケットボールコミッション
　  ☎０２７- ２８９-９５６２　Ｈ https://g-crane-thunders.jp/

　スマートフォンやタブレット端末で「ぐ
んま広報」の最新号をご覧になれます。
11月号からは「カタログポケット」に加
えて「マイ広報紙」でも読めるようになり
ました。
　閲覧方法など詳しくは、県ホームページ
（https://www.pref.gunma.jp/07/
b2101224.html）をご
覧ください。

問　県庁広報課　☎027-226-2163

　11月４日から５日まで、群馬県と経済や人材の交流が盛んで、
県内在住の外国人数が２番目に多いベトナム国を訪問しました。
　ガン国会議長やミン副首相兼外相、ズン官房長官ら要人との面
談では、群馬県とベトナム政府との交流のあり方について良い意
見交換ができました。また群馬県から現地に進出している企業の
調査、技能実習生の送り出し機関の調査などを行い、関係する皆
さんが、ベトナム社会にも貢献したいという思いで事業を進めて
いることが大変印象に残りました。
　今回の訪問により、ベトナムとの経済的・人的な交流をより深
め、強固な関係を築くことができたと考えています。引き続き県
内の中小企業の事業展開を
支援するとともに、日本人
と外国人が相互に理解し合
い、安心して暮らせる共生
社会である「群馬モデル」
の構築にも取り組んでいき
ます。

山本
一太の

知事コラム
ベトナムとの
経済・人的交流を深める

山本一太知事（中央左）とミン副首相兼外相との面談
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・
４
日
㈬　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
３
日
、
４
日
の

11
時
か
ら
商
品
終
了
ま
で

・
寄
せ
植
え
教
室
…
４
日
の
10
時
～
正
午

・
展
示
品
の
販
売
…
４
日
の
２
時
か
ら
展

示
品
終
了
ま
で

定・
生
産
者
に
よ
る
直
売
、
展
示
品
の
販
売

…
な
し　

 

・
寄
せ
植
え
教
室
…
20
人
先

￥　
無
料

※
寄
せ
植
え
教
室
は
、
１
作
品
当
た
り
千

円
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
直
売
・
販
売
で
購
入
を
希
望
す
る
人

は
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
２
６
） 

ハ
ー
ト
フ
ル
ア
ー
ト
展

　
県
内
の
特
別
支
援
学
校
27
校
の
児
童
・

生
徒
が
制
作
し
た
造
形
作
品
約
８
０
０
点

を
展
示
し
ま
す
。

日　
12
月
13
日
㈮
～
17
日
㈫　
午
前
10
時

～
午
後
６
時

※
17
日
は
２
時
ま
で

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
特
別
支
援
教
育
課
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
４
６
５
６
）

伊
香
保
リ
ン
ク
ま
つ
り

日　
12
月
28
日
㈯　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

所　
伊
香
保
リ
ン
ク（
渋
川
市
伊
香
保
町
）

内　
フ
リ
ー
滑
走
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
試

合
観
戦
、
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
に
よ
る
模
範

滑
走
、運
動
会
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
体
験
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
雪
の
滑
り
台
な
ど

￥　
３
１
０
円
（
貸
靴
代
）

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
滑
走
時
は
け
が
を
防
ぐ
た
め
、
手
袋

を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い

問　
渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
０
２
７
９

・
２
２
・
２
２
４
１
）

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

館
林
美
術
館
の
休
館

　
館
林
美
術
館
は
、
空
調
工
事
の
た
め
休

館
し
ま
す
。

日　
12
月
９
日
㈪
～
２
年
３
月
31
日
㈫ 

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

日
本
絹
の
里
特
別
展
「
絹
遺
産

を
支
え
た
人
々
へ
の
追
憶
」

　
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
５
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
た
展
示
で
す
。
四

つ
の
構
成
資
産
と
と
も
に
、
そ
こ
で
活
動

し
て
い
た
人
た
ち
の
当
時
の
日
常
生
活
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
12
月
21
日
㈯
～
２
年
２
月
３
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日
、
12
月
27
日
㈮
～
１
月
２
日

㈭
、
１
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
と

そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は
無
料
で
す
。
証

明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

お
知
ら
せ

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日　
12
月
１
日
～
31
日

メ
イ
ン
テ
ー
マ　
つ
な
が
り　
さ
さ
え
あ

う　
み
ん
な
の
地
域
づ
く
り

募
金
の
使
い
道
は　
各
市
町
村
の
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
、
歳
末
期
の
福
祉

事
業
や
見
舞
金
贈
呈
事
業
な
ど
、
身
近
な

地
域
の
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

他　
寄
付
金
に
は
税
制
面
で
の
優
遇
が
あ

り
ま
す

問　
県
共
同
募
金
会
（
☎
０
２
７
・
２
５

５
・
６
５
９
６
）募

　
集

看
護
師
再
就
業
支
援
研
修

　
一
時
的
に
離
職
し
た
看
護
有
資
格
者
の

再
就
業
を
支
援
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。

日　
12
月
17
日
㈫
～
19
日
㈭　
午
前
10
時

～
午
後
３
時

所　
井
上
病
院
（
高
崎
市
通
町
）

内　
最
新
の
医
療・看
護
に
関
す
る
知
識・

技
術
の
講
習
、
施
設
で
の
実
技
・
実
習

対　
看
護
資
格
（
保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、准
看
護
師
）を
有
す
る
未
就
業
の
人

￥　
無
料

受　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

申
し
込
み
方
法　
☎

他　
定
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
・
問　
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

７
・
２
６
９
・
５
２
０
２
）

催
　
し

県
花
品
評
会
（
鉢
物
）

　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
鉢
花
の
品
評
会
で

す
。
生
産
者
に
よ
る
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の

直
売
や
寄
せ
植
え
教
室
も
あ
り
ま
す
。

日・
12
月
３
日
㈫　
午
後
３
時
～
５
時

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧くださいHP

児童・生徒の力作を多数展示
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広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容　 費用 問い合わせ先

いせさきイルミネ
ーション in 華蔵寺

12月25日（水）まで
午後４時30分～９
時30分

華蔵寺公園（伊勢
崎市華蔵寺町）

エリアごとにカラーコーディネー
トされた装飾や約100体の動物型
イルミネーションが見どころです

一般＝200円、小
学生＝100円（協
力金）、未就学児
＝無料

いせさきイルミネー
ション実行委員会
☎0270-24-2211
Ｆ0270-24-4362

おおたイルミネー
ション

12月31日（火）まで
午後５時30分～
10時

八王子山公園（太
田市上強戸町）

園内の東エリアと中央広場を中心
に、迫力ある光の世界を演出します 無料

太田市商業観光課
☎0276-47-1833
Ｆ0276-47-1881

道の駅「あがつま
峡」イルミネーシ
ョン

２年１月15日（水）
まで
午後５時～９時

道の駅「あがつま
峡」（東吾妻町三
島）

青や白の電球が幻想的な世界を演
出します。特にイルカが泳いでい
るような装飾が人気です

無料
道の駅「あがつま峡」
☎0279-67-3193
Ｆ0279-26-3185

道の駅「ららん藤
岡」イルミネーシ
ョン

２年１月31日（金）
まで
午後５時～10時

道の駅「ららん藤
岡」（藤岡市中）

昨年よりさらにボリュームアップ
した19万球の光が会場を彩ります 無料

藤岡クロスパーク
☎0274-24-8220
Ｆ0274-24-8225

榛名湖イルミネー
ション

12月６日（金）～
28日（土）
午後５時～10時

榛名湖（高崎市榛
名湖町）

標高1100㍍にある湖畔を55万球の
ＬＥＤでライトアップします 無料

榛名観光協会
☎027-374-5111
Ｆ027-374-5037

31
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答え：Ａ～Eを順番に並べると？

A B C D E

 1 そば近く仕える人。大統領の○○○○

 2 都。都会

 3 進む先。将来。○○○有望

 4 また会うこと。10年ぶりに友人と○○○○した

 7 薄切りパンを、二度焼きした菓子

 9 夫婦、親子、知人などの人間関係。○○が良い

 1 価格の表示の仕方。内税か○○○○か

 4 弊害を改め、全く新しいものにすること

 5 口や鼻から呼吸する空気

 6 大型のネコ科動物。黄色地に黒縞

 8 材木の面を削って平らにする道具

10 人が住むための建物。木造○○○

たてのかぎ

よこのかぎ

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐんま
電子申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番
号 ③住所  ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐん
ま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書
いてください（Ｅメールは件名に「クロスワードパズ
ル12月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請（URLが変わりました） https://s-kantan.
jp/pref-gunma-u/
※右図から読み取れます
応募期限　12月11日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は
11日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、歴史博物館、自然史博物館、土屋文明記
念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフラワーパーク、
ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトートバッグ、
ぐんまちゃんグッズ、群馬クレインサンダーズ（今シーズン
ホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（２年２
月29日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

11月号の答えは「シチゴサン（七五三）」でした。応募総数は906通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

しま

イベント情報 ※「ググっとぐんま公式サイト」（https://gunma-dc.net/）などに掲載され
ているイベントの一部を紹介します。詳しくはお問い合わせください

※ 内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

◆特集「外国人の活躍推進」を読
んで、職場や近所でも外国の人が
増えたことに気付きました。
　文化の違いや言葉の壁はありま
すが、異なる点を認め合えば共生
していくことができると思いま
す。私も外国語を勉強して、理解
を深めていきたいです。
� （渋川市　22歳）

◆隣に住む中国出身の人と仲良く
していて、暮らしのルールなどを
教えてあげることがあります。
　また早朝に自転車で列をなして
通勤していく東南アジアの人たち
にあいさつをしているうちに、あ
いさつを返してくれるようになり
ました。
　こちらからあいさつをすること
で、外国の人を歓迎する気持ちを
伝えられると感じました。
� （玉村町　67歳）

　特集の取材で運転適性検査
を受けました。検査はハンド
ルやアクセルなどを操作しな
がら行い、ゲーム感覚で反応
の速さや操作の正確性を測る
ことができます。
　私の結果は「注意しましょ
う」。運転には自信がありま
したが、自信過剰にならず運
転を見直す必要があると感じ
ました。
　県警察では、地域や企業な
どからの依頼により運転適性
検査車を派遣しています。皆
さんも地域の集まりなどで利
用してみてはいかがですか。
� （田子）


